
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
食品を加熱する加熱手段と、前記加熱手段の動作を制御する制御手段と、前記加熱手段及
び前記制御手段を囲う筐体とを含み、側壁面に固定された取付板に取付けられる高所設置
型調理器であって、
前記筐体の背面に長孔を穿設し、
前記取付板の両側部に前記筐体の背面長孔に嵌合して該筐体を支持するアングル部材を垂
設し、且つ該取付板の下縁部に前記筐体の底面板を支持するフック手段を設け、
前記アングル部材の上縁部に傾斜部とこれに続く水平部を形成し、該上縁部を前記筐体の
取付板への取付時に前記長孔を介して前記筐体を斜め上方へ案内するガイドとしてなる高
所設置型調理器。
【請求項２】
前記アングル部材は、前記傾斜部と水平部との間に前記長孔を介しての筐体の該アングル
部材からの抜けを防止する係合凸部を形成してなる請求項１記載の高所設置型調理器。
【請求項３】
食品を加熱する加熱手段と、前記加熱手段の動作を制御する制御手段と、前記加熱手段及
び前記制御手段を囲う筐体を側壁面に固定された取付板に取付ける高所設置型調理器の取
付方法であって、
前記筐体の背面に穿設された長孔に、前記取付板の両側部に垂設されたアングル部材を挿
通する工程と、
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前記筐体を前記アングル部材に形成された傾斜部に沿って斜め上方向に移動させる工程と
、
前記筐体の斜め上方移動の終端で前記アングル部材の傾斜部と水平部との間に形成された
係合凸部に前記長孔の上縁を係合し、且つ前記取付板の下縁部に設けられたフック手段に
前記筐体の底面板を支持させる工程と、
前記筐体を前記フック手段を中心として回動させることにより、前記筐体の背面を前記取
付板に沿わせる工程を含むことを特徴とする高所設置型調理器の取付方法。
【請求項４】
前記筐体を傾斜面を有する所定の台上で、前記アングル部材に形成された傾斜部に沿って
斜め上方向に移動させる工程を含むことを特徴とする上記請求項３記載の高所設置型調理
器の取付方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、高所設置型調理器及びその取付方法に関し、詳しくは、台所の壁面又はキッチ
ンキャビネット内に取付けられる電子レンジ等の高所設置型調理器及びその取付方法に関
する。
【０００２】
【従来の技術及び発明が解決しようとする課題】
台所の壁面又はキッチンキャビネット内に調理器を取付けることは、限られたスペースが
より有効に使われるという利点を有する。以下、このように台所の壁面又はキッチンキャ
ビネット内に取付けられる調理器を、高所設置型調理器という。
【０００３】
ところで、このような高所設置型調理器は、取扱いが容易ではないという不利な点を一般
に有している。
【０００４】
即ち、高所設置型調理器の台所の壁面等への取付は、調理器の支持作業と、取付作業とを
有するため、大きな労力を要していた。例えば、二人の作業員が、調理器を支持しながら
、調理器の係止部を壁面の所定箇所に係合させ、この状態で壁面に調理器を取付固定する
。
【０００５】
このように従来の取付方法では、支持作業と取付作業が必要とされたため、少なくとも二
人の作業員を必要としていた。
【０００６】
本発明は、上記従来技術の問題点に鑑みてなされたものであり、その目的とするところは
、取扱いの容易な高所設置型調理器及びその取付方法を提供することである。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
請求項１に記載の本発明にかかる高所設置型調理器は、食品を加熱する加熱手段と、前記
加熱手段の動作を制御する制御手段と、前記加熱手段及び前記制御手段を囲う筐体とを含
み、側壁面に固定された取付板に取付けられる高所設置型調理器であって、前記筐体の背
面に長孔を穿設し、前記取付板の両側部に前記筐体の背面長孔に嵌合して該筐体を支持す
るアングル部材を垂設し、且つ該取付板の下縁部に前記筐体の底面版を支持するフック手
段を設け、前記アングル部材の上縁部に傾斜部とこれに続く水平部を形成し、該上縁部を
前記筐体の取付板への取付時に前記長孔を介して前記筐体を斜め上方へ案内するガイドと
してなることを特徴とする。
【０００８】
請求項２に記載の本発明にかかる高所設置型調理器は、請求項１の高所設置型調理器の構
成に加えて、前記アングル部材は、前記傾斜部と水平部との間に前記長孔を介しての筐体
の該アングル部材からの抜けを防止する係合凸部を形成してなることを特徴とする。
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【０００９】
又、請求項３に記載の本発明かかる高所設置型調理器の取付方法は、食品を加熱する加熱
手段と、前記加熱手段の動作を制御する制御手段と、前記加熱手段及び前記制御手段を囲
う筐体を側壁面に固定された取付板に取付ける高所設置型調理器の取付方法であって、前
記筐体の背面に穿設された長孔に、前記取付板の両側部に垂設されたアングル部材を挿通
する工程と、前記筐体を前記アングル部材に形成された傾斜部に沿って斜め上方向に移動
させる工程と、前記筐体の斜め上方移動の終端で前記アングル部材の傾斜部と水平部との
間に形成された係合凸部に前記長孔の上縁を係合し、且つ前記取付板の下縁部に設けられ
たフック手段に前記筐体の底面板を支持させる工程と、前記筐体を前記フック手段を中心
として回動させることにより、前記筐体の背面を前記取付板に沿わせる工程を含むことを
特徴とする。
【００１０】
請求項４に記載の本発明かかる高所設置型調理器の取付方法は、請求項３の取付方法に加
えて、前記筐体を傾斜面を有する所定の台上で、前記アングル部材に形成された傾斜部に
沿って斜め上方向に移動させる工程を含むことを特徴とする。
【００１１】
【発明の実施の形態】
以下に本発明の実施の形態を図面に基づいて詳細に説明する。図１は本発明の一実施の形
態の電子レンジが台所のキッチンキャビネットに取付けられた状態を示す。
【００１２】
図１を参照して、電子レンジ１は、外郭を本体枠４に覆われ、その正面に、パネル２と、
ドア３と、換気孔４ａを備えている。そして電子レンジ１は、通常、キャビネット５内の
、ガスレンジ６の真上に取付けられる。
【００１３】
図２は、図１に示した電子レンジ１の構成を詳細に説明するための図であり、電子レンジ
１を背面側から見た場合の斜視図である。
【００１４】
図２を参照して、電子レンジ１の背面には、その両側部垂直方向に長い一対の長孔７ａ、
７ｂが穿設されている。
【００１５】
次に、電子レンジ１を図１に示すように高所に取付ける際の取付構造及び取付方法につい
て説明する。
【００１６】
図３を参照して、電子レンジ１をキャビネット５に取付ける際には、ガスレンジ６上にキ
ャビネット５前で電子レンジ１を前傾姿勢にさせる支持台５１を載置する。
【００１７】
次に、図３に示す状態から、唯一人の作業員が、電子レンジ１をキャビネット５に向けて
（図３の矢印Ｇ方向に向けて）、支持台５１上で滑らせることにより、電子レンジ１背面
の前記長孔７ａ、７ｂに、キャビネット５付近の台所の壁面部５２に固定された取付板８
の両側縁に垂設されたアングル部材８２の上縁傾斜部８２ａが、挿通され、前記長孔の上
縁部７１ａが前記上縁傾斜部８２ａ上を〓動する。
【００１８】
前記支持台５１は、電子レンジ１を梱包するダンボール箱から構成される。
【００１９】
このことによって電子レンジ１はその背面側を前記アングル部材の上縁傾斜部８２ａ分だ
け上方へ引き上げられた状態で支持台５１上を滑りながら、斜め上方へ移動する。
【００２０】
図４は電子レンジ１の上述の斜め方向移動の終局状態を示す図である。この図において、
電子レンジ１の背面下部は丁度前記取付板８の下縁に当接している。このとき、前記電子
レンジ１の背面下部から前記アングル部材８２の上縁傾斜部８２ａと水平部８２ｂとの間
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に形成された係合凸部８２ｃまでの距離はＸであり、前記フック手段８１から前記アング
ル部材８２の上縁傾斜部８２ａと水平部８２ｂとの間に形成された係合凸部８２ｃまでの
距離はＸ＋αであるから、電子レンジ１の背面下部はフック手段８１の上方に位置する。
【００２１】
この状態から前記電子レンジ１の背面下部を支点として矢印Ｒ方向に電子レンジ１を回転
させると、前記α分電子レンジ１の背面下部が下降し、図５に示すように前記アングル部
材８２の上縁傾斜部８２ａを前記長孔７ａの上縁部７１ａが前記アングル部材８２の上縁
傾斜部８２と水平部８２ｂとの間に形成された係合凸部８２ｃに係合する。
【００２２】
従って電子レンジ１はこの状態でアングル部材８２とフック手段８１とに仮固定され、作
業者が手を緩めても容易に抜け落ちることはない。
【００２３】
更に、上記の状態から電子レンジ１を、その長孔７ａの上縁部７１ａを前記アングル部材
８２の水平部８２ｂに沿って移動し下方向に回転させることにより、図６、図７に示すよ
うに電子レンジ１の背面が取付板８にぴったりと沿う状態になる。
【００２４】
この位置でねじ等により、電子レンジ１の本体枠４の上面板をキャビネット５に底板に固
定すれば取付は完了する。
【００２５】
【発明の効果】
本発明は以上の説明の如く構成したから、唯一人の作業員によって、容易に且つ安全に高
所設置型調理器を所望の高所に設置できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施の形態の電子レンジを示す正面図である。
【図２】図１に示した電子レンジの構成を詳細に説明するための背面から見た斜視図であ
る。
【図３】図１に示した電子レンジの高所への取付を説明するための側面図である。
【図４】図１に示した電子レンジの高所への取付を説明するための側面図である。
【図５】図１に示した電子レンジの高所への取付を説明するための側面図である。
【図６】図１に示した電子レンジの高所への取付を説明するための側面図である。
【図７】図１に示した電子レンジの高所への取付を説明するための側面図である。
【符号の説明】
１　　　電子レンジ
４　　　本体枠
５　　　キャビネット
５１　　　支持台
７ａ，７ｂ　　　長孔
８１　　　フック手段
８２　　　アングル部材
８２ａ　　　傾斜部
８２ｂ　　　水平部
８２ｃ　　　係合凸部
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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